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１、大掃除で不具合の芽が見つかることも！お手入れ＆リフォームで対策を ● 照明器具が切れやすい ⇒ できるだけ早めに対策

電球が切れやすい照明があったら要チェック。主な原因として、器具本体の故障、電球が器具と合ってない、

大掃除では換気扇のフィルターを外したり、タンスを動かしたりと、 ドアの開閉で振動が伝わりやすいなどが考えられます。

普段あまり見ない場所に触れる機会が増えます。 振動が多い場所は、照明の位置の移動や、振動防止の工夫をしておきましょう。故障した電気器具を使用し続けるのは危険です。

気付いたらできるだけ早く交換リフォームをしましょう。また器具と合わない電球の使用は、照明本体の故障に繋がりますので注意して下さい。
そこで大掃除の時には、ついでに我が家の点検をしましょう。見えにくいところに 最近はLED照明がほとんどですので、この機会に交換するのも良いでしょう。
不具合の芽が潜んでいるかもしれません。最初は小さな不具合でも、 ● 照明器具の中に水がたまっている ⇒ 緊急に対策
知らない間に危険な状態になっていたり、腐食が進んでいたりすることもあります。 照明器具の中に水がたまっている場合は、雨漏りで電灯線を伝わって流れ込んでいる可能性があります。

漏電から火災への危険がありますので、緊急に業者に見てもらって下さい。
点検しておきたい部位、お手入れ方法、リフォーム必須ポイントをご紹介しますので、   ● 和室の壁に黒いシミがある ⇒ 梅雨前までの乾燥した時期に対策

しっかりチェックして、気持ちのいいお正月を迎えましょう。すぐにメンテナンスをしたほうがいいもの、 和室の塗り壁に黒いシミを見つけたら、カビを疑いましょう。このカビはいったん生えてしまうとなかなか退治できません。
次のリフォーム計画の時に一緒にやればいいものなど、対策のタイミングもご紹介します。 壁を剥がして塗り直すリフォームをするのが早道になります。

カビを防ぐためには風通しよくしておくことです。特に塗りたての壁は一週間以上は毎日風を通し、よく乾燥させる必要がありますので、

２、窓まわりの大掃除で点検！お手入れ＆リフォームのポイント 塗り替えリフォームをするなら梅雨などの長雨シーズンは避けるようにしましょう。またタンスは壁から少し離しておきましょう。

● 畳の裏にカビ、床下が湿気っぽい ⇒ できるだけ早めに対策
サッシは防犯、断熱など、家の安全性と快適性に大きく影響する場所です。 畳の裏にカビが生えていた、床下を覗いたら冬でも土が黒っぽく湿気ていた、床下収納庫を外したらカビ臭いという場合は、
大掃除の時に不具合の芽が無いかシッカリ点検しましょう。 通常より湿気が多い土壌の可能性があります。土壌の湿気はシロアリの発生や土台の腐食を進めやすいので注意が必要です。
● サッシの鍵のゆるみ　⇒　緊急に対策　 まずは今までの我が家の点検履歴を確認。5年以上床下の点検をしていない場合は、できるだけ早く業者を呼び、床下の点検をしましょう。
サッシの鍵に緩みがないか点検しましょう。特に引き違い窓の真ん中についている 浴室まわりではシロアリは一年中活動しています。被害が広がる前に早めに対策しましょう。

クレセント錠と呼ばれる鍵が緩んでいると、外から揺らすだけで簡単に開いて

しまうことがあります。鍵だけの交換なら簡単ですので、 ４、水まわりの大掃除で点検！お手入れ＆リフォームのポイント
早めに対策リフォームしておきましょう。

● ガラスの結露 ⇒ 本格的な冬が来る前に対策 キッチン、トイレ、浴室などの水まわりは電気設備、給排水管などチェックしておきたい箇所がたくさんあります。

ガラスの結露の主な原因は窓の断熱不足です。結露は枠の腐食だけでなく、カビの原因にもなっています。 大掃除の時に不具合の芽が無いかシッカリ点検しましょう。
結露を防ぐには内窓の取り付けや断熱ガラスへの交換リフォームが効果的です。窓の断熱性能を上げると ● 換気扇から異音がする ⇒ できるだけ早めに対策

冬に暖かい家になりますので、本格的な冬が来る前に対策をしておくといいでしょう。 家の中には意外とたくさんの換気扇があります。キッチン用、トイレ用、浴室用、居室換気用など、

● 網戸の破れ ⇒ 春までに対策 それぞれ大きさも形状も違います。フィルター掃除の後は、ズレが無いよう元の位置にシッカリ取り付けましょう。
網戸のアミの破れを見つけたら張替えリフォームをしましょう。アミにはいくつか種類があり、黒色のアミを使うと 異音がする時は、中で羽がぶつかるなど機械的な異常が発生している可能性があります。電気製品の不具合は
外の景色がきれいに見えます。最近では猫の爪に強いアミもあります。虫が出てくる春が来る前に対策しておきましょう。 できるだけ早く修理交換しましょう。
● サッシ・網戸のがたつき ⇒ 次のリフォームで対策 ● 排水の流れが悪い ⇒ できるだけ早めに対策

サッシや網戸ががたついてる時は、戸車の交換や本体の調整で直ることがありますので、まずは修理を 排水の流れが悪い場合は、排水管が汚れて詰まっていることが考えられます。まずは専用洗剤を使って掃除をしてみましょう。

依頼しましょう。築25年を過ぎている場合は、次のリフォームの時にサッシ本体の交換も含めて検討しましょう。
● 雨戸の腐食やがたつき ⇒ 早めの補修＋交換なら台風シーズン前までに対策 ● トイレの水が止まりにくい ⇒ 緊急に対策
木製雨戸の場合は腐食や反り、アルミやスチール製の場合はパッキンの摩耗や歪み、緩みなどが主な原因 ロータンク式のトイレはタンクのフタを開けて、浮き玉のズレや鎖のカラマリが無いか点検しましょう。中の部品だけ交換することもできますが、
ですので早めに補修をしましょう。築25年を過ぎている場合は、サッシと共に雨戸の交換リフォームも検討を。 タンクの型番によって部品が異なりますので注意して下さい。20年を過ぎた便器は、表面の劣化が進んでいますのでそろそろ
台風のシーズン前には工事完了するよう計画を立てましょう。 交換リフォームを検討するといいでしょう。

● 浴室のコーキングが劣化している ⇒ できるだけ早めに対策

３、室内の大掃除で点検！お手入れ＆リフォームのポイント コーキングとは、浴槽と壁のスキマを埋める白いゴムで、
防水の役目があります。コーキングが劣化すると防水の役目

寝室や子ども部屋、リビングや和室もしっかりチェックしておきましょう。 を果たさなくなりますので、早めに打ち直しをしましょう。
タンスの裏や畳の下、照明のカサの大掃除の時に不具合の芽が無いか点検しましょう。 打ち直しは古いコーキングを剥がす必要があり、

意外と難しいので業者に依頼するといいでしょう。
● タンスの裏にコンセント ⇒ 使用しない＋次の壁紙リフォームで対策
タンスの裏にコンセントの差込口を見つけたら使用せず、樹脂製のキャップで 15年を過ぎていたら、そろそろ水まわりリフォームを検討
ふたをしておきましょう。差込口にホコリが侵入したり、差しっ放しにして積もると する時期です。時期を逃すと余分な費用がかさみますので、
発火の危険性があります。壁紙の張替えリフォームの時がチャンスですので、 タイミングを逃さないようにしましょう。
忘れずに移動させましょう。 　*毎月皆様の暮らしのお役立ち情報をお届けしています。

いかがでしたか？1年に1度、大掃除をする際に我が家の点検も 　何かお気付きの事や知りたい事などございましたらいつでもご遠慮なく
一緒に済ませておけば、これからもずっと安心して 　お申し付け下さい。
暮らしていくことができます。 　皆様のご意見ご感想を元にお役に立てれば幸いです。

今月は大掃除で見つける！家のお手入れリフォームポイントをお届けします。

大掃除は家の不具合を発見する最高のチャンスです。掃除のついでに我が家の点検をしておきましょう。普段は
見ない場所に、故障が潜んでいるかもしれません。確認しておきたい部位、リフォーム必須ポイントの見つけ方、
お手入れ方法や対策のタイミングもご紹介します。

     HPのお問合せはこちらから

それでもダメなら、頑固な汚れや詰まり、排水マスに問題がある可能性がありますので、あふれてしまう前にできるだけ早く業者に見てもらいましょう。
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